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凱 

風
（
夏
か
ら
秋
に
吹
く
南
風
）

が
い   

ふ
う

会
員
訪
問
・
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
・
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ー（
３
面
）

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
も
終
わ

り
、
い
よ
い
よ
北
海
道
は
春
満
開

で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
の
勢
い
も
少
し

弱
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
喜
ん
で

い
た
の
に
、
世
界
自
然
遺
産
知
床

を
巡
る
観
光
船
事
故
と
い
う
痛
ま

し
い
出
来
事
で
北
海
道
観
光
に
暗

雲
が
漂
う
▼
い
ま
だ
乗
客
・
乗
員

26
名
全
員
の
捜
索
が
完
了
し
て
お

ら
ず
、
冷
た
い
海
の
ど
こ
か
に
投

げ
出
さ
れ
た
未
発
見
者
12
名
の
捜

索
は
続
く
。
残
さ
れ
た
遺
族
・
関

係
者
の
気
持
ち
を
思
う
と
、
一
刻

も
早
い
発
見
が
待
ち
望
ま
れ
る
▼

観
光
船
の
経
営
者
の
責
任
が
問
わ

れ
る
こ
と
は
当
然
と
し
て
も
、
運

輸
局
は
直
前
に
船
の
検
査
を
実
施

し
た
の
だ
が
、
そ
の
検
査
自
体
に

今
回
の
事
故
に
絡
む
問
題
は
な

か
っ
た
の
か
、
国
の
責
任
も
問
わ

れ
て
い
る
こ
と
に
も
、
し
っ
か
り
と

目
を
向
け
る
必
要
が
あ
ろ
う
▼
北

海
道
は
日
本
人
に
と
っ
て
一
度
は

行
っ
て
み
た
い
人
気
観
光
ス
ポ
ッ

ト
だ
け
に
、
安
心
・
安
全
こ
そ
が

何
よ
り
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。
頑

張
ろ
う
、
北
海
道
!!
（
峰
）

道
商
工
連
・
同
協
同
組
合
の
総
会
議
案
の
骨
子
固
ま
る

　

道
商
工
連
が
毎
月
10
日
に
発

行
し
て
い
る
会
報
紙
『
道
商
工

連
』に
、
皆
さ
ま
が
製
作
し
た
チ

ラ
シ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の

宣
伝
物
を
同
封
し
て
、
会
員
企

「
道
商
工
連
」に
同
封
し
て
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
無
料
配
布

業
の
皆
さ
ま
宛
て
に
無
料
で
配

送
し
ま
す
。

　

毎
月
、
月
末
ま
で（
12
月
は
20

日
ま
で
）
に
２
５
０
部
を
道
商

工
連
ま
で
お
届
け
く
だ
さ
い
。

コ
ロ
ナ
禍
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
経
済
ど
う
な
る

（
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

■
事
業
報
告（
骨
子
）

は
じ
め
に

１　

道
商
工
連
活
動
に
つ
い
て

（
１
）
中
小
企
業
者
の
経
営
環
境
改

善
に
つ
い
て
は
、
立
憲
民
主
党
道
連

と
の
政
策
懇
談
会
（
８
月
10
日
）・

意
見
交
換
会（
12
月
３
日
）を
行
な

っ
た
。総
選
挙
に
あ
た
り
、
同
党
道

連
か
ら
推
薦
依
頼
の
あ
っ
た
12
名

を
推
薦
し
、
う
ち
８
名
が
当
選
し

た
。道
議
会　

民
主
・
道
民
連
合

と
の
連
携
は
定
例
会
ご
と
に
「
道

議
会
報
告
」
を
作
成
し
会
報
に
同

封
し
、会
員
企
業
に
送
付
し
た
。

（
２
）
事
務
局
の
活
動
に
つ
い
て
は

機
関
紙「
道
商
工
連
」を
毎
月
発
行

し
、
コ
ラ
ム『
凱
風
』（
峰
崎
会
長
執

筆
）
や
『
会
員
訪
問
』
も
回
数
を
重

お
知
ら
せ　

北
海
道
商
工
連

盟
の
理
事
会
・
常
任
理
事
会

と
同
協
同
組
合
理
事
会
を
５

月
24
日
14
時
か
ら
北
海
道
鉄

道
会
館
で
開
催
し
ま
す
。
道

商
工
連
第
48
回
定
期
総
会
及

び
同
協
同
組
合
第
47
回
通
常

総
会
の
議
案
に
つ
い
て
審
議

し
ま
す
。

ね
て
い
る
。合
わ
せ
て
会
員
企
業

等
の
広
告
宣
伝
物
の
同
封
送
付
も

取
り
組
ん
で
い
る
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
、道
や
札
幌
市
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
情
報
が
そ
の

大
部
分
を
占
め
た
。

（
３
）全
中
連
運
動
に
つ
い
て
は
、コ

ロ
ナ
下
で
、
総
会
は
書
面
議
決（
７

月
31
日
）、
第
35
回
中
小
企
業
問

題
研
究
会
は
、
11
月
11
日
〜
12
日

東
京
会
場
と
リ
モ
ー
ト
参
加
の
併

用
で
開
催
さ
れ
た
。ま
た
、全
中
連

　

道
商
工
連
と
同
協
同
組
合
は
２
０
２
２
年
度
総
会
に
向
け
た

議
案
書
の
骨
子
を
ま
と
め
ま
し
た
。
５
月
24
日
の
理
事
会
・
常

任
理
事
会
で
議
案
を
確
認
後
、
６
月
28
日
の
総
会
に
提
案
す
る

予
定
で
す
。
２
０
２
１
年
度
事
業
報
告
と
２
０
２
２
年
度
事
業

計
画
の
骨
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。



（２）

（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
）

は
、組
織
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
議

論
が
な
さ
れ
、
本
年
の
第
38
回
定

期
総
会
で
組
織
改
編
を
決
定
す
る

予
定
。

（
４
）
そ
の
他
の
活
動
で
は
、
道
商

工
連
青
年
経
営
者
協
会
も
総
会

は
書
面
議
決
と
な
り
活
動
が
制
約

さ
れ
た
１
年
に
な
っ
た
。

２　

協
同
組
合
事
業
に
つ
い
て

（
１
）
労
働
保
険
事
務
組
合
の
委

託
事
業
は
、
廃
業
等
の
影
響
で
会

員
企
業
の
減
少
が
続
き
、
事
務
代

行
及
び
労
働
保
険
事
務
手
数
料

の
実
績
も
減
少
傾
向
と
な
っ
た
。

（
２
）
株
式
会
社
ト
ー
ア
（
ア
フ
ラ

ッ
ク
代
理
店
）
と
連
携
し
た
保
険

加
入
促
進
に
つ
い
て
、
本
年
度
も

宣
伝
・
啓
蒙
活
動
を
継
続
し
て

取
り
組
ん
で
き
た
。

（
３
）
会
員
企
業
と
の
連
携
で
は
、

ト
ー
ア
、あ
ん
し
ん
財
団
、日
本
ト

リ
ム
、
テ
ィ
・
エ
ス
・
エ
ス
、
丸
大

食
品
等
の
商
品
等
の
紹
介
を
行

い
、実
績
を
上
げ
て
い
る
。

３　

福
祉
事
業
は
、こ
の
間
、社
会

福
祉
法
人
岩
見
沢
福
祉
会
の
立

ち
上
げ
か
ら
関
わ
り
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
20
床
開
設
な
ど
事
業
拡

大
を
進
め
て
お
り
、
引
き
続
き
連

携
し
て
い
る
。

４　

組
織
の
状
況
に
つ
い
て

　

会
員
交
流
の
場
が
大
き
く
制
約

さ
れ
、
役
員
に
よ
る
一
部
企
業
訪

問
を
実
施
し
、
新
規
加
入
が
あ
る

も
の
の
、休
廃
業
、道
内
か
ら
の
撤

退
が
あ
り
、脱
会
が
上
回
っ
た
。

■
事
業
方
針
案（
骨
子
）

は
じ
め
に

　

世
界
経
済
は
コ
ロ
ナ
禍
な
が
ら

２
０
２
１
年
、
防
疫
と
経
済
の
両

立
進
展
で
、
国
や
地
域
に
ば
ら
つ

き
は
あ
る
も
の
の
回
復
を
続
け
て

い
る
と
言
わ
れ
て
い
た
。し
か
し
、

国
内
で
は
新
た
な
変
異
ウ
イ
ル
ス

「
Ｂ
Ａ
２
」と
の
置
き
換
わ
り
な
ど

で
、
依
然
、
収
束
の
見
通
し
は
立
っ

て
い
な
い
。ま
た
、
ロ
シ
ア
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
・
侵
略
は
、
収

束
の
見
通
し
が
難
し
く
、
国
際
的

な
経
済
制
裁
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や

食
糧
、
難
民
問
題
な
ど
も
含
め
多

方
面
に
影
響
が
及
ぶ
こ
と
は
必
至

で
、
日
本
に
お
い
て
も
先
行
き
が

見
通
せ
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

１　

道
商
工
連
活
動
の
強
化
に

つ
い
て

（
１
）
中
小
企
業
者
の
政
策
要
求

実
現
に
向
け
て

　

政
策
要
求
の
実
現
に
は
政
治
の

役
割
が
大
変
重
要
で
、引
き
続
き
、

立
憲
民
主
党
道
連
や
「
同
党
道

連
・
道
商
工
連
地
方
議
員
政
策

意
見
議
員
連
盟
」
や
「
道
議
会　

民
主
・
道
民
連
合
議
員
会
・
道

商
工
連
推
進
議
員
連
盟
」、さ
ら
に

は
「
道
議
会
・
北
海
道
結
志
会
」

等
と
の
連
携
を
深
め
、
政
策
課
題

の
実
現
に
向
け
要
請
行
動
・
意
見

交
換
等
を
行
う
。

　

消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

（
適
格
請
求
書
当
保
存
方
式
）
が

来
年
10
月
１
日
か
ら
実
施
さ
れ
る

が
、
中
小
・
零
細
事
業
者
に
と
っ

て
大
き
な
負
担
に
な
る
う
え
、
免

税
事
業
者
が
取
引
か
ら
排
除
さ
れ



３

（
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

　

札
幌
市
北
区
の
地
下
鉄
南
北
線

麻
生
駅
か
ら
約
１
・
６
キ
ロ
の
バ

ス
通
り
沿
い
、
店
舗
の
入
り
口
に
ノ

ボ
リ
旗
が
ズ
ラ
リ
と
並
び
、「
草
刈

り
は
プ
ロ
に
お
任
せ
く
だ
さ
い
」
と

か「
お
掃
除
、害
虫
駆
除
、引
越
し
、

大
工
仕
事
、
庭
仕
事…

ど
ん
な
些

細
（
さ
さ
い
）
な
こ
と
で
も
お
任
せ

く
だ
さ
い
」
と
案
内
す
る
（
写
真

下
）。ま
る
で
便
利
屋
さ
ん
だ
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
な
の
だ
が

「
地
域
密
着
」
の
ユ
ニ
ー
ク
な
営
業

方
針
を
掲
げ
る
。店
長
の
工
藤
大

士
さ
ん
に
よ
る
と
、
販
売
し
た
家

具
な
ど
を
無
料
で
配
送
し
て
い
る

と
、
届
け
先
で
草
刈
り
や
除
雪
な

ど
、い
ろ
ん
な
相
談
を
受
け
、
そ
れ

に
気
や
す
く
応
じ
る
う
ち
に
継
続

的
な
仕
事
に
な
り
、
業
務
範
囲
が

広
が
っ
た
と
い
う
。

地
域
密
着
で
強
い
経
営
基
盤
築
く

は
じ
め
家

具
や
食

器
は
も
ち

ろ
ん
ス
ポ

ー
ツ
用
品

や
ア
ウ
ト

ド
ア
グ
ッ

ズ
か
ら
古

か
か
る
の
が
普
通
だ
。一
方
、ヴ
ィ

ク
ト
リ
ー
は
、転
勤
や
入
学
な
ど

で
、
急
い
で
家
具
類
を
そ
ろ
え
る

に
は
、
配
送
が
無
料
な
の
で
か
な

り
お
得
だ
。さ
ら
に
、
引
っ
越
し

と
不
要
な
家
電
品
や
家
具
類
の

買
い
取
り
を
一
緒
に
依
頼
す
れ

ば
、
手
間
が
か
か
ら
ず
引
っ
越
し

代
か
ら
割
り
引
い
て
も
ら
え
る
。

　

こ
の
店
に
は
、
常
連
客
が
日
頃

か
ら
ふ
ら
り
と
立
ち
寄
れ
る
気

軽
さ
が
あ
る
。い
ろ
い
ろ
な
相
談

も
、
店
舗
で
受
け
付
け
る
の
で
、

便
利
な
う
え
安
心
感
が
あ
る
。　

　
「
お
客
さ
ま
が
新
し
い
お
客
さ

ま
を
紹
介
し
て
い
た
だ
け
る
の

が
実
に
あ
り
が
た
い
で
す
」
と
工

藤
さ
ん
は
話
す
。だ
か
ら
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
っ
て
、
苦
戦
す
る
同
業
者

が
多
い
中
で
も
変
わ
ら
ぬ
業
績

を
上
げ
て
い
る
。

　
　
　

＊　
　
　
　

＊

■
札
幌
市
北
区
新
琴
似
８
条
９

丁
目
１
│
５
、電
話
０
１
１
・
７

６
３
・
４
０
０
０
、
フ
ァ
ク
ス
０

１
１
・
７
８
８
・
２
４
０
０

■
営
業
時
間
９
〜
18
時
（
日
・

祝
は
９
〜
17
時
半
） 

年
中
無
休

会員訪問

　

同
店
は
、
道
商
工
連
加
盟
の

「
シ
ン
エ
イ
ラ
イ
ン
有
限
会
社
」

（
札
幌
市
・
深
江
千
恵
代
表
）の

直
営
店
で
、
本
社
も
こ
こ
に
あ

る
。創
業
か
ら
17
年
目
を
迎
え
、

同
社
の
業
務
内
容
は
、古
物
商
・

道
具
商
、営
繕
、除
排
雪
、軽
貨

物
運
送
、
産
業
廃
棄
物
収
集
運

搬
な
の
で
、地
域
住
民
の
さ
ま
ざ

ま
な
要
望
に
応
え
ら
れ
る
わ
け

だ
。

　

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ー
の
店
内
に
入

る
と
、
売
れ
筋
の
家
電
製
品
を

工藤大士店長と多彩な商品が並ぶヴィクトリーの店内

リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ 

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ー

　
　
　
店
　
長
　
工
藤
大
士 

さ
ん   （
53
）

着
、
か
な
り
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
趣
味
の

品
や
骨
と
う
類
ま
で
ぎ
っ
し
り
並

び
、実
に
多
彩
で
眺
め
て
ま
わ
る
だ

け
で
も
楽
し
い
。店
の
奥
に
あ
る
ク

マ
の
木
彫
な
ど
は
誰
が
買
う
の
か

と
聞
く
と
、主
に
外
国
人
で
、北
海

道
だ
け
に
伝
わ
る
独
特
の
置
物
と

し
て
評
価
が
高
い
と
い
う
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
に
は
、
買

い
た
い
と
思
わ
れ
る
商
品
の
品
ぞ

ろ
え
が
欠
か
せ
な
い
。景
気
が
悪
く

て
新
製
品
が
売
れ
な
い
と
売
り
に

出
さ
れ
る
商
品
も
不
足
し
て
困
る

と
い
う
。だ
か
ら
、
買
い
取
り
セ
ン

タ
ー
を
市
内
に
４
カ
所
設
け
て
広

く
対
応
し
て
い
る
。

　

大
型
の
リ
サ
イ
ク
ル
店
は
、
家

電
品
や
ス
ポ
ー
ツ
用
品
、
古
着
な

ど
、
売
れ
筋
の
高
額
商
品
の
品
ぞ

ろ
え
に
偏
り
が
ち
で
、
配
送
料
も

た
り
、
不
当
な
値
下
げ
圧
力
を
受

け
、
廃
業
を
迫
ら
れ
か
ね
な
い
懸

念
が
あ
り
、立
憲
民
主
党
は
、本
年

３
月
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
廃
止
法

案
」
を
提
出
し
た
。こ
う
し
た
具
体

的
な
中
小
企
業
政
策
の
策
定
に
向

け
、
引
き
続
き
要
請
し
て
い
く
。ま

た
、
顧
問
・
相
談
役
の
み
な
さ
ん

に
は
商
工
連
の
組
織
化
や
会
員
拡

大
に
に
理
解
と
協
力
を
深
め
て
い

く
。

（
２
）道
商
工
連
の
交
流
・
研
修
等

に
つ
い
て
は
、
研
修
会
、
親
睦
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
等
を
実
施
す
る
。交
流
晩

会
は
、
飲
食
を
伴
う
多
人
数
の
会

合
と
な
る
た
め
、
コ
ロ
ナ
の
推
移
を

見
な
が
ら
対
応
す
る
。

　

会
員
・
組
合
員
の
関
心
の
高
い

情
報
や
意
見
交
換
、
相
互
交
流
の

場
と
し
て
規
模
に
こ
だ
わ
ら
ず
セ

ミ
ナ
ー
等
の
開
催
に
努
め
る
。

（
３
）
機
関
紙
『
道
商
工
連
』
の
充

実
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
に
つ
い

て
は
、
さ
ら
に
掲
載
記
事
等
に
工

夫
を
重
ね
て
い
く
。

（
４
）
全
中
連
運
動
の
連
携
に
つ
い

て
は
、
本
年
の
総
会
を
も
っ
て
協
議

会
組
織
に
改
編
す
る
が
、
引
き
続



（４）

ヘ
ビ
が
出
て
外
野
が
浅
い
草

野
球

強
力
な
経
済
措
置
を
と
る
と

妻渡
航
禁
痛
く
も
痒
く
も
な
い

暮
ら
し

何
て
こ
と
渋
滞
し
て
い
る
の

が
戦
車

平
和
ボ
ケ
な
ん
て
ス
テ
キ
な

言
葉
で
し
ょ

宍
道
湖
の
砂
を
わ
が
家
で
吐

く
シ
ジ
ミ

手
拍
子
を
入
れ
て
歌
う
な
ド

ナ
ド
ナ
は

人
喰
っ
た
奴
だ
と
聞
い
て
び

び
る
孫

愛
が
あ
る
う
ち
は
寝
息
と
呼

ぶ
イ
ビ
キ

恐
ら
く
は
芭
蕉
と
一
茶
気
が

合
わ
ぬ

物
真
似
も
さ
れ
て
る
人
が
分

か
ら
な
い

謝
罪
す
る
会
見
マ
ス
ク
好
都

合部
屋
割
り
は
ま
だ
飲
む
組
と

寝
ち
ゃ
う
組

　

    

（
毎
日
新
聞
「
仲
畑
流
万
能
川
柳
」
よ
り
）

き
全
国
の
仲
間
と
連
帯
・
連
携
す

る
こ
と
に
努
め
る
。

２　

道
商
工
連
青
年
経
営
者
協

会
は
、引
き
続
き
、連
携
を
深
め
会

員
拡
大
に
努
め
る
。

３　

道
商
工
連
協
同
組
合
事
業

に
つ
い
て

（
１
）労
働
保
険
事
務
組
合
の
委
託

事
業
等
は
労
働
保
険
以
外
の
記
帳

代
行
や
事
務
委
託
業
務
な
ど
も
含

め
会
員
拡
大
を
進
め
る
。

（
２
）
協
同
組
合
の
あ
っ
せ
ん
・
紹

介
・
物
資
の
販
売
等
に
つ
い
て
は
、

会
員
・
組
合
員
の
福
利
厚
生
等
を

目
的
に
、
創
立
以
来
、
㈱
ト
ー
ア

（
ア
フ
ラ
ッ
ク
代
理
店
）
と
の
提
携

を
図
り
、
事
業
収
入
の
安
定
的
な

財
源
確
保
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
き
た
。本
年
も
、
引
き
続
き
連

携
を
深
め
て
い
く
。ま
た
、
実
績
の

あ
る
、あ
ん
し
ん
財
団
、日
本
ト
リ

ム
、テ
ィ
・
エ
ス
・
エ
ス
を
は
じ
め
、

食
品
・
建
設
・
設
備
工
事
等
、
あ

ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
、
紹
介
等
を

進
め
る
。

（
３
）健
康
管
理
事
業
に
つ
い
て
は
、

五
風
会
さ
っ
ぽ
ろ
香
雪
病
院
や
札

幌
緑
愛
病
院
・
緑
愛
ク
リ
ニ
ッ
ク

と
の
連
携
等
で
、
健
康
診
断
・
人

間
ド
ッ
ク
・
一
般
検
診
等
の
Ｐ
Ｒ

に
努
め
る
。

（
４
）情
報
提
供
に
つ
い
て
は
、会
員

の
交
流
の
場
や
、会
報
・
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
活
用
し
、デ
ジ
タ
ル
政
策
な

ど
、事
業
に
結
び
つ
く
情
報
の
提
供

に
努
め
る
。

４　

福
祉
事
業
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
は
、岩
見
沢
福
祉
会
を
は
じ
め

高
齢
者
介
護
施
設
は
、
新
・
増
設

等
に
よ
る
雇
用
の
創
出
や
建
設
・

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
・
運
営
等
に
会
員

企
業
の
関
わ
り
も
期
待
で
き
る
の

で
引
き
続
き
連
携
を
深
め
る
。

５　

会
員
・
組
合
員
の
組
織
拡
大

に
つ
い
て
は
、
昨
年
減
少
傾
向
に
転

じ
、
道
商
工
連
は
、
本
年
度
、
特
別

賛
助
会
員
の
加
入
拡
大
を
図
る

が
、一
般
会
員
企
業
の
拡
大
を
一
層

強
く
取
り
組
む
。

６　

商
工
連
創
立
50
周
年
事
業
に

つ
い
て
は
、２
０
２
４
年
に
創
立
50

周
年
を
迎
え
る
の
で
、事
務
局
内
に

記
念
誌
編
集
委
員
会
を
設
置
し
具

体
的
な
作
業
に
着
手
し
、
記
念
式

典
等
の
準
備
委
員
会
等
の
立
ち
上

げ
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
内
に
準
備

す
る
。　　
　
　
　

  （
以
上
骨
子
）

（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
）


